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臺湾産Piper属 植物精油の研究[I]キ ンマ葉油に就て

[II]Paiwan族 蕃 人 の栽培 す る バ ンキ ンマ葉 油 に就 て

(昭和十年七月廿六 日受領  昭和十年十月廿五 日印刷)

加福 均 三 加 藤 亮

[1]キ ンマ葉油に就て

キ ンマは 馬來 に て古 くよ り栽 増 せ らる る 蔓 性 植 物 に して學 名 をPiper Betle, Linn.と稱 す胡椒 科 の

植 物 な り.

 本 嶋 に て は〓 葉 と云 ひ往 時 は此 葉 に て横 榔 實 を包

み 石灰 及 び 香 味 料 を加 へ て 咀 囎 す る習 慣 あ り しが近

時 この 習慣 は 次 第 に衰 ふ るに至 る.さ れ ど本 嶋南 部

地 方 にて は 今 尚 本 植 物 を栽培 しつ つ 在 り.此 キ ンマ

葉 の精 油 に就 て は既 にSiam, Manilla, Java, Bom-

bay, India産 の もの に就 て の 研究 あ り.本 嶋産 の も

の も牲 率 成 分 に大 差 な く大 艦 に於 て近 似 せ る値 を示

す.

第1圖

PiperBetle, Linn.

キ ンマ 胡撤科

    1) J.Bertram, Gildemeister:Prakt. Chem., II,39(1889),349;Schimmel,s Bericht,April(1888),8;
April(1889).6;Report of Schimmel & Co., October(1889).63 April(1890),6;October(1891),8.  2) Report

 of Schimmel & Co. April(1891),14;October(1891),8. 3)J. F.Eykman:Ber1.Berieht 22(1889),2736.
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實 験 の 部

本試料は壼南州嘉義産の ものにして昭和6年1月 供試葉を九日間陰干に したるものを水 蒸氣蒸溜

に附 して採油せ め.試 料11.2kg精 油68g牧 率0.62%

 キンマ葉油は暗褐色の油にしてフエ ノール様香を有 し無水硫酸曹達にて乾 燥 したる ものの性質次

の如 し.

d304 1.024 n30D 1.5035 a16.5D+1.00 A. V. 50.95 E. V. 145.69 E. V. a. A. 371.03

精 油 を酸,フ エ ノ ー ル,中 性 油 に分 離 す.

酸                            0.4g               1.0重 量%

フ エ ノ-ノ レ

蒸溜 し得た るもの   18

残渣       1.6

48.9 ”

中 性 油
蒸 溜 し得 た る もの   18

残渣        0.6

46.6 ”

而 して蒸溜 し得たるフエノール及び中性油の性質次の如 し,

d304 n30D a15D  

フ エ ノ-1レ 1.0627 1.5417 + 0.08

中    性    油 1.0439 1.5117 + 0.64

フエ ノー ル 及 び 中性 油 を連 績4回 の減壓 分 溜 を行 ひた り.分 溜 管 と してWidmer's dephlegmatorを

使 用 す.其 結 果 得 た る各 溜 分 の性 質次 の如 し.

   4)Report of Schimmel & Co, October(1893),49. 5)D. S.Kemp:Pharm.J.III,20(1890),749.

6) Report of Schimmel&Co. October(1907),16. 7) Mem.Dep.Agri. Ind. Chem. Sefies,(1913),3,17～63.

Via J.Soc. Chem. Ind.32A(19l3),922.同 上(1916),4,281,Via J Chem.Ind.35(1916),1033.
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中 牲 油

番號  沸 點  d304, n30D  α19D  収量(g) 重量%

1 91～97°/6mm 0.9851 1.5962±0 3.5 8.8

2 105～110°/6mm - 1.5117 - 0.5 1.3

3 110～120°/6mm 1.0449 1.5143 - 0.48 3.0 7.8

4       125～127°/6mm  1.0662    1.5149     -0.40       10.0          25.9

 第1溜 分に金屬 ナ トリウムを入れて再溜を試みたれ ど量少きため溜出せず依て ナ トリウムと油を

分離 して再溜 したるに次の如 き溜分を得た り.

沸點90～93°/5mm d304 0.9818 n30D 1.5245 α30D ±0 常壓 沸點245～247°/759.71mm

 以 上 の性 質 はEugenolmethyletherに 近 似 す るを以 てBromideの 生 成 を試 み た る も威 功 せ ず.第3,

第4溜 分 は 物 理 的 性 質 よ りChavibetol acetateに 近 似 す る を以 て次 の 試 験 を試 み た り.第4溜 分1.023g

に 酒精 性力1哩 を加 ヘ て鹸 化 せ り． 「酒 精 加 里 を加 ヘ た る時酷 酸 エ チ ル の香 を生 ず］ E V.256.30 Ester

%Chavibetol aceもateと して94.28%鹸 化 した る もの はChavibetolな る べ し と想 像 せ らる る を以て

第3,第4溜 分 を共 に分 溜 して次 の フエ ノー ル を得 たり.

沸點120～122°16.5mm.d304 1.0458,n30D 1.5381 αD±0

〔呈色反鷹 屬 化鐵に よ り青藍色 を呈 す〕.

 Benzoate  試 料1gを20gのNaOH(20%)に 溶 解 し2gの 麺 化 ベ ンソ イ ル を加 へ熱 して冷 藏

庫 中 に放置 せ り約10日 間 放 置 した る も結晶 を析 出 せ ず この もの を エ ー テ ル に溶 か しNaOHを 用 ひ

て 不 反應 フエ ノール を分 ち て得た る反應 生 成 物 を含 め る エー テル を蒸 溜 し去 りた るに 残 溜 物質 は固

結 せ り.酒 精 よ リ再結 韻 を行 へ ば融點49～5(IQを 示 しChavibetolの ベ ン ゾイ ル化 合 物 の融點49～

50° に 一 致 す.

フ エ ノ ー ル

番號  沸 點   d304  n30D  α19D  牧量(9)  重量%

1       104～106°/6mm    1.0455      1.5370     ± 0         10.0         25.9

2      130～132°/6mm   融點 49～50°                       9.0         23.4

 第1溜 分 は物 理 的 恒數ChavlbctC,1に 相 當 す る を以 て ベ ン ソイ ル 誘導 鰐 とな し誰 明 せり.試 料19

を209のNaOH(20%)に 溶 き それ に29の 鞭 化ベ ンゾ イ ル を加 へ て 温 め冷 藏 庫 中 に放 置 した るに

數日に して結 品 を析 出 し)たり濾 過 後 素焼 板上 に 塗 布 して乾 燥 せ しむ れ ば 融 難45～470を 示 し,こ れ

を更 に 酒 精 よ り再結 晶 を行 ひ た る に融點49～500に 上 昇 しChavibetol benzoate[融點49～500]の 融

點に一 致 す.

 第2溜 分 は結 晶 に して ベ ンゼ ン と石 油 工 一テ ル の 混 合液 を用 ひ て 再結 晶 を行 ひ融 貼48～49° の結

晶 を得 た り.其 の 性 質 よ りAllylPyrouateeholな るべ しとの豫 想 の 下 にBenzoateの 生 成 を行 ひ た り.

 Bellzoate 試 料19を209のNaOH(20%)に 溶 解 し[此 際 黒 色 を呈 す]29の 鞭 化 ベ ンゾ イル

を加 へ て澱 め て後 冷 所 に放 置 した る に結 晶 を生 ぜ ず[OHの 二 つ 以 上 存 在 す る もの は 概 して結 晶 し

難 し].依 て 全 容 を エー テ ル に て振盪 しエ ー テ ル溶 液 よ りア ル カ リを 用 ひ て不 反應 物 及 び 安 息 香 酸 を

分 離 しエー テ ル を追 出 した るに0.89の 油 を残 溜 せ の.こ の 油 を敬 日闇 冷 藏 庫 中 に放 遷 した る も結

晶 とな らず こ こ に於 て石 油 工 一 テ ル を加 へ て 溶 解 す る もの の み を分離 し 不溶 性 分 を一 夜 常 温 に放 置

した る に美 麗 な る結 品 を析 出 した り、濾過 し素焼 板 にて乾 燥 し酒 精 よ り再 結 晶 を行 ひた る に融點71～

7Doを 呈 しAllylpyroeatechol dibellzoate融 難71～720に 一 致 す る を認 め た り.
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〔II〕Paiwan族 蕃人の栽射 るバンキンマ葉油に就 て

臺灣高雄州恒春地方の Paiwan 蕃 族 は 一種 のPiper屬1)
[別 に學 名 な くバ ン キ ンマ と名 つ く]の

植物を栽培 しキンマめ代用品と して咀嚼用に供す.本 植物は
稀 に野 生状 態 に も磯 見 さ る2).形 態 は キ

ンマに近似 し葉身大にして心藏型を
な し長 さ10cm,幅7cm内 外 あ り

, 5～6月 頃稀に肉穗花をつけ
長 さ4.5cm～0.3cm内 外 あ り葉 を揉 めば キ ンマ の フエ ノール 性香氣の外にテルペン臭を發 し此香に
て キ ンマ と匠 別 す る を得 べ し. 土名にては蕃仔華葉, 蕃 名Zauhyoo と稱 しキ ン マの代 用 と して 石灰
を和 して横榔仔と共に咀嚼 され居 るも植物形態學的にも多少の差異あり且又葉の香氣の鮎 よりも差
異あり.此 者が果 して Piper Betle, Linn. と同植物な りや否や未だ不明なり.著 者等は此精油の成分
にっき研究を行ひた るが其結果植物學的解決の一 助 と もな らば幸 甚 とす る と ころ な り

.

實 験 の 部

(1) 昭和6年3月 高雄州恒春郡懇丁附近 より材料 を採

集 し水蒸氣蒸溜 を行ひたり.約10時 間溜出液は白濁となの

て油分の分離困難なるを以てエーテル抽出して油分を集め

た り.原 料3kgよ り16gの 油 を得 ,牧 率0.53%.

(II) 昭和6年10月 高雄州潮州部蕃地牡丹路杜附近 より

材 料 を探 集 し(1)と 同様 に 虚理 し原 料10 .4kgよ り油 分

22.5g,牧 率0,22%.

是等を無水硫酸曹達にて乾燥 したるものの性質次の如 し.

d304   n30D   α29D   A.V.  E .V. E.V.a.A.

(I) 0.9929 1.4963 +0.40 - - -

(II) 0.9927 1.4957 +0.52 53.05 215.26 364.96

(I)と(II)を 一緒 に して酸 及 び フエ ノー ル を分 離 せ り第 2圖 バ ン キ ンマ 胡 椒 科

酸      0.35g       l.7%(重 量%)    精油の性質

フ エ ノ ー ル
蒸 溜 した  5.0g

るも の

残  渣  2.39

36.5% d304    n30D   α15D

フ ェ ノ ー フレ   1.0609  1.5395   +0.12

中 性 油
蒸.溜 した  10.0g
るも の

残  渣  1.2g

56.2% 中性 油     0.9730  1.4992  -1.48

フエ ノー ル ,中 性 油 を別 々 にWidmers分 溜 管 を用 ひて4回 分 溜 を行 ひ次 の結 果 を得 た り.

中 性 油

番號  沸鮎   d304  n30D   α19D 牧量(g)

1  71～72°/38mm   0.8522   1.4700     -      1.0

2  103～106°/6mm   0,9202  1.5005    -3,32    3.5

3  110～120°/6mm   0.9349   1.5057      -       1.0

4  120～126°/6mm   1.0398   1.5112     -2,32     3.0

1) 山 田金 治:臺灣 博 物 學 會 報,14(1924),115・ 2) 同氏 が嘉 義 濁水 漢 山林 中 に野 生 状 態 に あ る を發 見

した る 由.
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第1溜 分 は 沸 鮎71～72°/38mm d304 0.8522 n30D 1.4700 M. R.44.52 C10H16F2計 算 憾45.23.以

上 の恒數 を有 しMonocyclieとDicyclicの 中間 に在 り混 合物 な らん も試 料 極 少許 な るた め檢 索 す る

能 は す.香 はLimoneneを 想 は しむ.

第2溜 分103～109°/6mm d304 0.9202 n30D 1.5005α19D-3.32はSesquiterpeneに相 當 す る 溜 分 と想

像 し旋るを以てナ トリウムと處理 し次の溜分を得たり.

沸點 94～100°/5mm d304 0.9127  n30D 1.4982  M. R.65.53

C15 H24F2計 算値66.18に して 二 重結 合2個 を有 す るSesquiterpeneに 相 當 す る を以 て常 法 に依

りNitrosochloride及 びHydrochlorideの 生 成 を試 み た れ ど何 れ も結 晶 性 物 質 を與 へ す.

第4鯛 分 は 沸 貼120～126。/6mm. d304 10398,n30D 1.5112,a27D- 2.32た し て 常壓 沸點281～282。/754.9

mmに して鹸 化 数260.65EugeRol acetateと して95.88%な り[鹸 化 数 測 定 の 場 合 酒精加里 を加 へ た

る時Ethylacetateの 香 を生 ず]原 液 はEugeno1 acetateな るべ し と想像 され る を以 下鹸 化 しNaOH

に て處 理 して フエ ノー ル分 を分 離 し蒸 溜 を行 ひ次 の溜 分 を得 た り.

沸點104～106°/6mm d304 1.0541 n304 1.5381 αD±0°.

 Benz0ateの 生 成 試 料1gを20gの20% NaOHに 溶 か し2gの屬 化 ベ ン ゾ イル を加 へ て熱 し冷

所 に 一夜 放 置 した る に結 晶 を生 じたり.濾過 して素 焼 板 上 に塗 布 して 乾 燥 し酒 精 よ り再結 晶 を行 ひた

る もの は融點69～700に してEugenol benzoateの 融點69～70° に一 致 しKahlbaum 會社 製Eugenol

よ り生成 せ るEugellol benzoate融點69～70° に混 融 した る も融 鮎 降 下 を示 さす.

フエ ノ ール

フ エ ノ ー ル 溜 分 は 沸點104～106°/6mm, d304 1.0533,n30D 1.5352,αD±0° に し て 物 理 的 恒數 及 び 香

よ りEugenolな るべ しと想 像 され る を以 てBenzoateの 生 成 を試 み た り.

 BeRzoate試 料1gを20gのNaOH(20%)に 溶 解 し2gの 盤 化 ベ ンゾイ ル を加 へ勲 して冷 解 に放

置 した る に2～3日 間 に して結 晶 を生 じた り.濾 過 して 酒 精 よ り再 結 晶 を行 ひ 眞空 乾 燥器 中 に て乾 燥

した る もの の融點69～70° を示 しEugenol benzoateの 融點69～70° の5の と混 融 した る も融 鮎降

下 を示 さす。

以上の實験の結果 よリキンマ葉油とバンキンマ葉油の成分を比較 するに次の如 し.

キ ン マ      バ ン キ ン マ

Betelphenol Terpene part (Limonene?)

" " acetate Sesquiterpene

Allylpyrocatechol Eugenol

 以 上 の如 き成 績 に して キ ン マ葉 油 と バ ンキ ン マ葉 油 とは主 域分 を異 に し一 方 はBetelphenolな る

に封 し他 方 はEugenolなり.又 副 成 分 に於 て も全 然 成 分 を異 に す.前 記 の如 くキ ンマ は何 れ の 産地 の

もの にて も副 成分 に 多 少 の 差異 こそ あれ 必 す 主 成 分 はBetelpheno1な る事 實 よ り考 へ て キ ン マと バ ン

キンマは現在植物分類學上に於て同一物 として取扱はれ居るも上記の結果 より見 れ ばバンキンマな

る植物はキンマとは異る種なるべ し.本 嶋に於てキンマとバンキンマと何れが早 く栽 増せられ しか

不 明 な る も恐 ら くは バ ンキ ンマ はPaiwan族 が 渡 來 した る と き持 参 せ し植 物 な るべ しと想 像 せ らる.

終に臨み本研究に際 し研究試料と便宜を輿へ られ し本所林業部山田金治民に深謝の意を表す.

(臺灘総督府中央研究所工業部有機工業化學科)


